
〔
論
　
　
文
〕
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ

1
そ
　
の

木
と
名
称
1

）して
　
（
上
）

高
　
　
　
橋

庸
　
　
　
郎

は

じ
　
め

に

　
こ
の
小
論
は
「
阪
南
論
集
二
十
四
－
一
『
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ

い
て
』
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
沈
香
が
歴
史
的
に
い
か
に
扱
か
わ

れ
て
来
た
か
、
そ
の
香
自
身
と
薬
効
に
つ
い
て
歴
史
的
な
認
識
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
た
。
こ
の
小
論
で
は
、
加
え
て
そ
も
そ
も
沈
香
の
木

と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
い
か
な
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て

来
た
か
を
明
か
に
し
て
い
き
た
い
。

、
沈
香
の
木
に
つ
い
て

　
抑
々
沈
香
と
は
い
か
な
る
樹
木
か
ら
何
如
様
に
し
て
採
取
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
を
歴
史
文
献
の
中
か
ら
拾
っ
て
見
よ
う
。
〈
梁
書
・
林
邑
國
樽
V
に
、

　
　
其
國
有
金
山
、
石
皆
赤
色
、
其
中
生
金
。
金
夜
則
出
飛
、
状
如
螢
火
。
又

　
　
　
（
続
）
中
国
吉
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
上
）
．

出
瑳
壇
、
貝
歯
、
吉
貝
、
況
木
香
。
吉
貝
者
、
樹
名
也
。
其
華
成
時
如
鶏

嚢
、
抽
其
緒
紡
之
以
作
布
、
潔
白
興
綜
布
不
殊
、
亦
染
成
五
色
、
織
爲
斑
布

也
。
況
木
香
、
土
人
折
断
之
、
積
以
歳
年
、
朽
燭
而
心
節
濁
在
、
置
水
則

況
、
故
日
況
香
、
次
不
況
不
浮
者
、
日
穫
香
也
。

　
其
の
國
に
金
山
有
り
、
石
は
皆
な
赤
色
、
其
の
中
に
金
生
ず
。
金
は
夜
則
ち
出

　
で
て
飛
ぷ
、
献
螢
火
の
如
し
。
又
瑳
瑠
、
貝
歯
、
吉
貝
、
■
況
木
香
出
ず
。
吉
貝
な
．

．
る
者
は
樹
の
名
也
。
其
の
華
成
り
し
時
鶉
轟
の
如
し
、
其
の
緒
を
抽
し
之
を
紡
ぎ

　
て
以
つ
て
布
を
作
る
。
潔
白
な
る
こ
と
紺
布
と
殊
な
ら
ず
、
亦
た
染
め
て
五
色
と

　
成
し
、
織
り
て
斑
布
を
爲
る
也
。
況
木
な
る
者
は
、
土
人
研
り
て
之
を
断
ち
、
積

　
む
に
歳
年
を
以
つ
て
し
、
朽
燭
し
て
（
而
）
心
節
濁
り
在
る
の
み
、
水
中
に
置
け

　
ば
則
ち
況
む
、
故
に
名
づ
け
て
況
香
と
目
つ
。
次
い
で
況
ま
ず
浮
か
ざ
る
者
は
惣

　
香
と
日
う
也
。

と
あ
る
。
林
邑
國
と
は
同
書
に
、

　
林
邑
國
者
、
本
漢
日
南
郡
象
林
縣
、

漢
南
境
、
置
此
縣
。

古
越
裳
之
界
也
。
伏
波
將
軍
馬
援
開

一
．
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林
邑
國
な
る
者
は
、
本
、
漢
の
日
南
郡
象
林
縣
、
古
之
の
越
裳
の
界
也
。

の
蒋
軍
馬
援
が
漢
の
南
の
境
を
開
い
て
、
此
の
縣
を
置
く
。

伏
波

　
と
あ
る
。
古
越
裳
は
恐
ら
く
六
朝
期
の
越
常
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ノ
イ

る
。
そ
の
地
は
交
州
（
現
在
の
河
内
）
の
南
方
約
三
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所

に
あ
っ
た
。
〈
古
今
図
書
集
成
・
木
香
郡
V
に
『
蘇
頒
』
を
引
い
て

　
　
沈
香
出
海
南
諸
國
及
交
廣
崖
州

沈
香
は
海
南
の
諸
國
及
び
交
、
広
、

崖
州
に
出
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
交
阯
の
密
香
樹
は
、
彼
の
人
之
を
取
り
、
先
づ
其
の
積
年
の
老
木
の
根
を
断
ち
、

　
　
　
年
を
経
て
、
其
の
外
皮
、
幹
倶
に
朽
燭
す
る
も
木
心
と
枝
節
と
は
壊
せ
ず
。
堅
く

　
　
　
黒
く
水
に
況
む
者
は
即
ち
況
水
也
。
其
の
幹
は
桟
香
と
爲
り
、
根
は
黄
熟
香
と
爲

　
　
　
る
。

　
と
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
く
太
平
御
覧
・
香
部
V
所
引
の
、
『
南
州
異
物
志
』

に
は
、　

沈
木
香
出
日
南
欲
取
當
先
研
壊
樹
着
地
積
久
外
皮
朽
燭
其
心
至
堅
者
置
水

則
況
名
沈
香
其
次
在
心
白
之
間
不
甚
堅
精
置
之
水
中
不
沈
不
浮
與
水
面
苧
者

名
日
穣
其
最
小
麓
白
者
名
日
繋
香

　
と
す
る
か
ら
現
在
の
北
ベ
ト
ナ
ム
府
近
が
当
時
の
沈
香
の
産
出
地
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
林
邑
國
が
況
香
の
大
生
産
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

〈
大
平
御
覧
、
香
部
V
所
引
の
『
杜
賓
大
業
拾
遺
録
』
に

　
　
四
年
夏
四
月
征
林
邑
國
兵
還
至
獲
彼
國
得
雑
香
真
檀
象
牙
百
鎗
万
斤
況
香

　
二
千
鉄
斤

　
況
木
香
は
日
南
に
出
ず
。
取
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
當
に
先
づ
研
り
て
樹
を
壊
し
、

地
に
着
せ
し
め
て
積
む
こ
と
久
し
く
す
。
外
皮
朽
燭
し
て
其
の
心
に
至
れ
ば
、
堅

き
者
は
水
に
置
け
ぱ
則
ち
況
む
。
況
香
と
名
づ
く
。
其
の
次
は
心
の
白
き
間
に
在

り
て
、
甚
し
く
は
堅
精
な
ら
ず
。
こ
れ
を
水
中
に
置
く
も
況
ま
ず
浮
か
ぱ
ず
。
水

面
と
平
ら
か
な
る
者
は
、
名
づ
け
て
稜
香
と
日
い
、
其
の
最
も
小
に
し
て
麓
く
白

き
者
は
、
名
づ
け
て
繋
香
と
日
う
。

　
四
年
、
夏
四
月
、
林
邑
國
を
征
す
。
兵
還
す
る
に
彼
の
國
を
獲
す
る
に
至
り

て
、
雑
香
、
真
檀
、
象
牙
百
鉄
万
斤
、
況
香
二
千
鉄
斤
を
得
る

と
あ
る
所
か
ら
み
て
も
解
る
。

ま
た
沈
懐
遠
の
『
南
越
志
』
に
、

　
交
阯
密
香
樹
、
彼
人
取
之
、
先
断
其
積
年
老
木
根
、
経
年
、
其
外
皮
幹
倶
．

朽
燭
、
木
心
與
枝
節
不
壌
、
堅
黒
沈
水
者
、
即
況
香
也
、
其
幹
爲
橦
香
、
根

爲
黄
熟
香
、

　
と
あ
る
。
繋
香
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
呼
称
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
『
本
草
綱
目
木
部
・
況
香
』
の
集
解
に
い
う
、

　
　
恭
日
況
香
、
青
桂
、
鶏
骨
、
馬
蹄
、
煎
香
、
同
是
一
樹
、
出
天
竺
諸
國

　
恭
日
く
、
況
香
、

諸
國
に
出
ず
。

青
桂
、
鶏
骨
、

の
、
発
音
の
類
似
か
ら

馬
蹄
、
煎
香
は
同
に
是
れ
一
樹
な
り
、

「
鶏
骨
」
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
竺

ま
た
同
じ
く
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A
太
平
御
覧
、
香
部
v
所
引
の
、
『
竺
法
眞
登
羅
山
疏
』
に
、

　
　
況
香
葉
似
冬
樹
形
崇
辣
其
木
枯
折
外
皮
朽
燭
内
乃
香
山
難
有
此
樹
而
非
香

　
所
出
新
會
高
涼
土
人
折
之
経
年
内
燭
義
心
則
爲
況
香
出
北
景
縣
樹
極
高
大
土

　
人
伐
之
繁
年
漬
外
皮
消
轟
乃
割
心
得
香

　
　
　
況
香
の
葉
は
冬
樹
に
似
た
り
。
形
は
崇
く
陳
え
て
、
其
の
木
桔
れ
折
れ
、
外
皮

　
　
　
朽
燭
す
れ
ば
、
内
則
ち
香
な
り
。
山
に
此
の
樹
有
る
と
離
ど
も
（
而
）
香
出
づ
る

　
　
所
に
非
ず
。
新
會
高
涼
た
り
。
土
人
之
を
研
り
、
年
を
経
れ
ば
内
燭
し
轟
し
、
心

　
　
　
は
則
ち
況
香
と
爲
る
。
北
景
縣
に
出
で
、
樹
は
極
め
て
高
く
大
な
り
、
土
人
之
を

　
　
伐
り
、
年
を
蟻
ぬ
れ
ば
、
外
皮
消
え
轟
く
す
潰
し
。
乃
ち
心
を
割
り
て
香
を
得
る

　
　
な
り
。

と
あ
る
。
ま
た
葉
庭
珪
の
『
香
譜
』
は
、
『
証
類
本
草
』
を
引
用
し
て
、

　
況
香
其
木
類
捧
多
笥
取
之
先
断
其
木
根
積
年
皮
幹
倶
朽
心
與
節
不
壌
者
香

也
細
枝
緊
一
實
爲
青
桂
香
黒
而
況
水
者
況
香
半
浮
況
者
爲
鶏
骨
香
最
粗
者
爲

嚢
香

　
況
香
、
其
の
木
類
は
榛
に
節
多
し
、
之
を
取
る
に
は
先
づ
其
の
木
根
を
断
ち
、

年
を
積
み
て
皮
、
幹
倶
に
朽
す
。
心
と
節
と
壊
れ
ざ
る
者
は
香
也
。
細
枝
緊
一
に

し
て
實
な
る
も
の
を
青
桂
香
と
爲
す
。
黒
く
て
水
に
況
す
る
者
を
況
香
と
爲
し
、
．

半
ば
浮
き
て
況
す
る
者
を
鶏
骨
香
と
爲
し
、
最
も
粗
ら
き
者
を
菱
香
と
爲
す
。

　
と
あ
る
。

　
以
上
『
林
邑
國
樽
』
『
南
越
志
』
『
南
州
異
物
志
』
『
竺
法
員
登
羅
山
疏
』
『
香

譜
』
の
五
書
の
記
述
に
は
い
づ
れ
も
共
通
し
た
点
が
あ
る
。

　
一
、
土
人
（
彼
人
）
が
そ
れ
を
研
り
倒
し
て
長
年
に
亘
っ
て
放
置
し
て
お
く

　
　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
上
）

　
　
と
、

　
二
、
や
が
て
外
皮
や
幹
の
外
側
が
朽
ち
果
て
て
、
心
の
部
分
や
節
の
部
分
だ

　
　
け
が
残
り
、
そ
れ
が
香
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
そ
の
内
容
ば
か
り
で
な
く
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
冬
言
葉
も
、

「
土
人
研
断
之
」
「
積
年
」
「
累
年
」
　
”
積
以
歳
年
」
「
経
年
」
「
積
久
」
「
朽
燭
」

「
外
皮
」
な
ど
共
通
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
う
し
た
表
現
の
共
通
性
は
恐

ら
く
こ
れ
等
の
記
述
の
基
と
な
っ
た
も
の
が
同
一
の
書
か
ら
出
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
記
述
の
最
も
簡
潔
で
当
を
得
て
い

る
と
思
わ
れ
る
『
梁
書
』
が
そ
の
基
の
形
で
、
他
は
そ
れ
が
色
々
敷
術
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
研
」
と
い
う
動
詞
は
　
『
説
文
解
字
』
で
は
、

「
撃
也
」
と
さ
れ
相
当
強
い
力
を
以
つ
て
扱
う
所
作
で
あ
る
。
ま
た
「
積
年
老

木
」
「
経
年
、
内
燭
轟
」
な
ど
と
い
う
表
現
を
見
て
も
、
こ
の
況
香
木
と
い
う

も
の
は
可
成
り
の
巨
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解
る
。
『
竺
法
真
登
羅
山
跣
』

に
は
、
「
樹
高
大
、
形
崇
疎
」
と
も
あ
る
。
し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
経

年
、
内
燭
轟
」
で
あ
る
か
ら
そ
の
木
は
極
め
て
も
ろ
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
大
谷
光
瑞
は
そ
の
書
『
濯
足
堂
漫
筆
』
の
中
で
況
香
に
つ
い
て

　
　
百
尺
に
達
す
る
常
緑
蕎
木
な
り
。
樹
身
は
白
色
軽
髭
に
し
て
、
毫
も
香
気

　
な
く
、
既
に
要
材
に
あ
ら
ず
、
殆
ん
ど
薪
材
の
用
だ
も
爲
さ
ず
。

　
と
し
て
い
る
。
　
前
掲
五
書
の
■
記
述
か
ら
推
し
て
肯
首
出
来
る
も
の
で
あ

　
　
　
る
。

　
と
す
る
と
く
太
平
御
覧
・
香
部
山
v
に
引
く
『
杜
賓
大
業
拾
遺
録
』
に

　
　
尚
書
令
楊
素
大
業
中
東
都
宅
造
沈
香
堂
甚
精
麗
新
泥
堂
詑
閉
之
三
月
後
開

　
硯
四
壁
並
爲
新
血
所
酒
旧
腔
氣
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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尚
書
令
の
楊
素
、
大
業
中
東
都
の
宅
に
況
香
の
堂
を
造
る
。
甚
だ
精
麗
に
し
て

新
泥
、
堂
詑
り
て
之
を
閉
じ
、
三
月
の
後
開
き
て
四
壁
を
硯
る
に
、
並
に
新
血
の

酒
す
る
所
と
爲
り
、
腱
氣
、
人
に
鰯
る
。

と
あ
っ
た
り
、
支
た
『
事
文
類
聚
績
集
・
巻
十
二
v
に
、

　
唐
敬
宗
時
波
斯
進
沈
香
亭
子
材
拾
遺
李
漢
諌
日
沈
香
爲
亭
何
異
瑳
蔓
襲
室

唐
の
敬
宗
の
時
、
波
斯
、

、
沈
香
に
て
亭
を
爲
る
は
、
沈
香
亭
子
の
材
を
進
る
。
拾
遺
李
漢
、

何
ぞ
璃
蔓
、
襲
室
と
異
ら
む
。

諌
め
て
日

と
あ
り
、
．
ま
た
『
天
賓
遺
事
』
に
は
、

　
楊
國
忠
嘗
用
況
香
爲
閣
以
檀
香
爲
欄
濫
以
爵
香
乳
香
箭
土
和
爲
泥
飾
閣
壁

毎
於
春
時
木
有
薬
盛
開
之
際
聚
賓
於
此
閣
上
賞
花
焉
禁
中
沈
香
之
亭
殆
不
偉

此
牡
麗
也

　
楊
國
忠
嘗
つ
て
沈
香
を
用
っ
て
閣
を
爲
り
、
檀
香
を
以
つ
て
欄
橿
を
爲
り
、
況

香
、
乳
香
を
以
つ
て
和
し
て
泥
と
な
し
、
閣
壁
を
飾
る
。
毎
に
春
時
に
於
て
、
木

筍
薬
盛
に
開
く
の
際
、
賓
を
此
の
閣
の
上
に
聚
し
て
、
花
を
賞
す
。
禁
中
沈
香
の

始
め
な
り
。
こ
の
肚
麗
に
偉
し
か
ら
ず
。

と
あ
る
。
ま
た
こ
れ
も
や
は
り
〈
太
平
御
覧
、
香
部
〉
所
引
の
『
異
苑
』
に
、

　
沙
門
支
法
存
在
廣
州
有
八
尺
鐘
鑑
又
有
況
香
八
尺
板
床
太
元
中
王
瑛
爲
州

大
兄
勘
求
二
物
不
得
乃
殺
而
籍
焉

沙
門
支
法
、
廣
州
に
存
在
し
と
き
、
八
尺
の
鋳
艶
（
毛
織
り
の
敷
き
物
）

有
り
。

又
況
香
の
八
尺
の
板
床
有
り
。

求
む
れ
ど
得
ず
。
乃
ち
殺
し
て
太
元
中
、
王
瑛
、

（
而
）
籍
す
な
り
　
　
四

州
の
大
児
勘
と
爲
り
て
二
物
を

（
焉
）

　
と
あ
る
。
こ
れ
等
の
記
述
は
前
掲
五
書
に
見
た
、
況
香
木
の
脆
く
て
朽
ち
や

す
く
、
ま
た
大
谷
光
瑞
塑
言
う
よ
う
に
、
要
材
で
は
な
く
、
薪
材
の
用
に
も
な

り
得
な
い
よ
う
な
雑
材
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
堂
を
つ
く
り
、
閣
を
つ
く

り
、
亭
を
つ
く
り
得
る
よ
う
な
八
尺
の
板
床
に
も
な
る
よ
う
な
至
極
立
派
な
建

築
上
の
用
材
で
も
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
〈
太
平
廣
記
・
香
薬
V

所
引
の
『
國
史
纂
異
』
に
、

　
　
唐
太
宗
問
高
州
首
領
潟
墨
云
卿
宅
去
沈
香
遠
近
封
日
宅
左
右
印
出
香
樹
然

　
其
生
者
無
香
唯
朽
者
始
香
棄

　
唐
の
太
宗
、
高
州
の
首
領
潟
墨
に
問
い
て
云
く
、
卿
が
宅
、

遠
近
な
る
か
。
封
え
て
日
く
、
宅
の
左
右
、
即
ち
香
樹
出
ず
。

る
者
は
香
無
く
、
唯
だ
朽
す
る
者
に
レ
て
始
め
て
香
り
す
。

沈
香
を
去
る
こ
と

然
る
に
そ
の
生
な

　
と
あ
り
、
生
木
は
香
が
な
い
と
い
う
か
ら
例
え
建
築
用
材
と
し
て
使
わ
れ
た

と
し
て
も
香
木
と
し
て
の
価
値
を
発
揮
す
る
こ
と
は
な
く
意
味
が
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
し
、
な
ら
ば
と
て
腐
朽
の
材
を
使
う
筈
も
あ
る
ま
い
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
記
述
上
の
相
違
矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
恐
ら

く
、
『
杜
費
大
業
拾
遺
録
、
』
『
事
文
類
聚
績
集
』
『
天
賓
遺
事
』
『
異
苑
』
な
ど

に
見
え
る
記
述
は
、
沈
香
の
木
を
他
の
香
木
用
材
と
混
同
し
て
い
る
か
ら
で
は

な
か
ろ
う
か
。
沈
香
は
光
瑞
が
『
濯
足
堂
漫
筆
』
の
中
で
、

　
　
（
沈
香
の
）
香
料
は
樹
幹
、
枝
樹
等
に
脂
状
を
呈
し
、
暗
色
の
凝
結
を
な

(続)中国古文献に見える沈香について(上)--その木と名称--
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し
存
在
せ
り
。
蓋
し
樹
の
病
よ
り
生
ず
る
偶
然
の
も
の
な
れ
ば
、
全
木
に
一

　
片
も
発
見
せ
ざ
る
こ
と
稀
な
り
と
せ
ず

　
と
言
う
如
く
、
樹
に
生
じ
る
疾
病
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
て
、
本
来
一
木
か
ら
極
く
少
量
採
取
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も

ま
た
光
瑞
塑
言
う
ご
と
く

　
　
蓋
し
沈
香
は
、
之
を
燃
焼
し
て
香
気
始
め
て
高
し
。
燃
焼
せ
ざ
れ
ば
香
な

　
き
に
も
あ
ら
ざ
る
も
、
著
し
か
ら
ず
。

　
で
あ
る
。
よ
っ
て
郭
子
横
『
洞
冥
記
』
の
、

　
　
薫
木
鮮
砥
所
献
色
如
玉
而
質
軽
涯
之
昆
盧
池
爲
舟
燭
則
沈
夷
弾
其
屑
氣
聞

　
藪
百
里
氣
之
所
至
毒
疫
皆
除

　
薫
木
は
鮮
砥
の
献
ず
る
所
な
り
。
色
は
玉
の
如
く
し
て
質
は
軽
し
。
之
を
昆
盧

の
池
に
涯
か
べ
て
舟
を
爲
り
、
燭
ず
れ
ば
則
ち
沈
む
な
り
。
其
の
属
を
辞
け
ば
、

氣
は
藪
百
里
に
聞
こ
ゆ
。
氣
の
至
る
所
、
毒
疫
皆
除
か
る
。

　
と
い
う
よ
う
な
記
述
も
、
恐
ら
く
こ
れ
は
明
記
は
し
て
い
な
い
が
沈
香
の
こ

と
を
言
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
氣
聞
数
百
里
、
氣
之
所
至
毒
疫
皆

除
」
は
些
か
大
袈
裟
な
表
現
で
あ
る
と
し
て
も
、
沈
香
は
焼
か
ね
ば
香
が
あ
ま

り
出
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
や
は
り
他
の
別
の
香
木
と
混
同
し
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
沈
香
の
異
種
に
つ
い
て

｛
　
　
　
　
　
，
　
’
　
l
r
　
ー
ト
　
〕
　
1
■
＝
　
F

↑
　
刻
．
害
’
E
自
2
¢
量
－
禰

沈
香
が
他
の
香
と
混
同
さ
れ
る
に
至
っ
た
原
因
の
一

　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
上
）
．

つ
は
、
沈
香
に
つ
け
ら

れ
た
あ
ま
り
に
多
い
そ
の
異
称
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
づ
沈
香
そ
の

も
の
に
つ
い
て
の
異
称
は
『
本
草
綱
目
』
に
、

　
．
時
珍
日
木
之
心
節
置
水
則
況
、
故
名
況
水
、
亦
日
水
沈
。
半
況
者
爲
穫

　
香
、
不
況
者
爲
黄
熟
香
。
南
越
志
言
交
州
人
構
爲
蜜
香
、
謂
其
氣
如
蜜
脾
也
。

　
梵
書
名
阿
迦
嘘
香
』

　
時
珍
日
く
、
木
の
心
節
を
水
に
置
け
ば
則
ち
沈
む
、
故
に
況
水
と
名
づ
く
、
亦

た
水
況
と
も
日
う
。
半
ば
況
む
者
を
桟
香
と
爲
し
、
況
ま
ざ
る
者
を
黄
熟
香
と
爲

す
。
南
越
志
に
言
う
、
交
州
人
は
稻
し
て
劉
倒
と
爲
す
。
其
の
氣
蜜
脾
の
如
き
な

り
。
梵
書
に
阿
迦
劇
謝
と
名
づ
く
。

ま
た
〔
集
解
〕
に

　
恭
日
況
香
、
青
桂
、

恭
日
く
況
香
、

に
出
ず

鶏
骨
、
馬
蹄
、

煎
蚕
、
同
是
一
樹
、

剖
樹
、
矧
倒
、
一
樹
脚
、
剤
親
、

同
に
是
一
樹
に
し
て
天
竺
諸
国

と
あ
る
。
ま
た
前
掲
『
南
越
志
』
に
は
、

　
堅
黒
況
水
者
、
即
況
香
也
。
半
浮
半
況
與
水
面
平
者
、
爲
鶏
骨
香
。
細
枝

緊
實
未
燭
者
、
爲
青
桂
香
。
其
幹
爲
桟
香
、
其
根
爲
黄
熟
香
。
其
根
節
而
大

者
、
爲
馬
蹄
香
。
此
天
物
同
出
一
樹
、
有
精
粗
之
異
爾
、
井
果
無
時
。

と
あ
る
。
ま
た
劉
拘
蛉
の
『
表
録
異
』
に
は
、

況
香
、
鶏
骨
、
黄
熟
、
棲
香
難
是
一
樹
、
而
根
、
幹
、
枝
、
節
、
各
有
分
別

也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

(続)中国古文献に見える沈香について(上)--その木と名称--
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阪
廟
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
十
四
巻
第
二
号

測
祖
、
剰
倒
、
劃
熱
、
劇
盈
は
是
れ
一
樹
と
難
ど
も
、
根
、
幹
、
枝
、
節
、
各

々
分
別
有
る
也
。

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
『
綱
目
』
の
〔
集
解
〕
に
、

　
蓋
木
得
水
方
結
、
多
在
折
枝
枯
幹
中
、
或
爲
況
、

自
桔
死
者
、
謂
之
水
盤
香
。

「
宗
爽
日
」
と
し
て
、

或
爲
煎
、
或
爲
黄
熟
。

　
蓋
し
、
木
は
水
を
得
て
方
に
結
す
。
多
く
ま
折
枝
枯
幹
の
中
に
在
り
、
或
い
は

況
と
爲
り
、
或
い
は
煎
と
爲
り
、
或
い
は
黄
熟
と
な
る
。
自
か
ら
枯
死
し
た
る
者

は
、
こ
れ
を
刺
盤
智
と
謂
う
。

と
あ
る
。
ま
た
つ
づ
げ
て
、

　
南
恩
、
高
、
賓
等
州
、
惟
産
生
結
香
。
蓋
山
民
入
山
、
以
刀
折
曲
幹
斜
枝

成
次
、
経
年
得
雨
水
浸
漬
、
遂
結
成
香
。
乃
鋸
取
之
、
刮
去
白
木
、
其
香
結

爲
斑
点
、
名
鶴
鵡
斑
、
婚
之
極
清
烈
。
香
之
良
者
、
惟
在
環
、
崖
等
州
、
俗

謂
之
角
況
、
黄
況
、
乃
枯
木
得
者
、
宜
入
薬
用
。
依
木
皮
而
結
者
、
謂
青
桂
、

氣
尤
清
。
在
土
中
歳
久
、
不
得
別
捌
而
成
薄
片
者
、
謂
之
龍
鱗
。
削
之
自

巻
、
咀
之
柔
勤
者
、
謂
之
黄
蟻
況
、
尤
難
得
也
。

　
南
恩
、
高
、
賓
等
の
州
は
た
だ
緒
碧
産
生
す
る
の
み
。
蓋
し
山
民
山
に
入

り
、
刀
を
以
つ
て
曲
れ
る
幹
、
斜
な
る
枝
を
研
り
、
次
と
成
し
、
年
を
経
て
雨
水

の
浸
漬
す
る
を
得
れ
ば
、
遂
に
香
を
結
成
す
。
乃
ち
鋸
に
て
之
を
取
り
、
白
木
を

刮
り
ま
れ
ぱ
、
其
の
香
結
し
て
斑
点
と
爲
る
。
㎞
榊
胡
麺
と
名
づ
く
、
之
を
播
せ
ば

極
め
■
て
清
烈
な
り
。
香
の
良
な
る
者
は
、
惟
だ
球
、
崖
等
の
州
に
在
り
。
俗
に
之

を
矧
洞
、
劃
洞
と
謂
い
、
乃
ち
枯
木
に
て
得
る
者
は
、
宜
し
く
薬
に
入
れ
て
用
う

べ
し
。
木
皮
に
依
り
て
結
す
る
者
は
、
之
を
剤
樹
と
謂
い
、
氣
尤
も
清
し
。
土
中

六

に
在
り
て
歳
久
し
く
し
て
別
捌
を
待
た
ず
し
て
薄
片
と
成
っ
た
者
は
、

と
謂
い
、
之
を
削
り
て
自
か
ら
巻
き
、
之
を
咀
し
て
柔
勤
に
し
者
は
、

況
と
謂
い
、
尤
も
得
難
き
也
。

之
を
龍
鱗

之
を
劃
醐

と
い
い
、
ま
た
〔
承
日
〕
と
し
て

　
諸
晶
之
外
、
又
有
龍
鱗
、
麻
葉
、
竹
葉
之
類
、
不
止
二
一
十
晶
。
要
之
入

薬
惟
取
中
實
況
水
者
。
或
況
水
而
有
中
心
空
者
、
則
是
鶏
骨
。
謂
中
有
朽
路
、

如
鶏
骨
中
血
眼
也
。

　
　
　
　
諸
品
の
外
に
又
超
鰯
、
一
榊
翼
、
伽
剰
之
類
有
り
て
一
二
十
晶
に
止
ら
ず
。
之
を

　
　
　
要
し
て
薬
に
入
れ
る
は
惟
れ
中
實
の
況
水
な
る
者
を
，
取
る
。
或
い
は
況
水
に
し
て

　
　
　
中
心
の
空
な
る
有
る
者
は
則
ち
是
れ
矧
倒
な
り
、
中
に
朽
路
有
る
と
謂
う
は
、
鶏

　
　
　
骨
中
の
血
眼
の
如
き
也
。

　
　
　
（
以
上
傍
線
、
波
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
と
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
一
木
か
ら
産
す
る
香
も
実
に
様
々
な
呼
称
が
与

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
解
る
。
傍
線
を
施
し
た
も
の
が
そ
の
名
称
で
、

波
線
を
施
し
た
所
が
そ
の
他
の
名
称
の
も
の
と
の
相
異
を
表
わ
し
た
部
分
で
あ

る
が
、
例
え
ば
青
桂
香
を
み
て
み
る
と
、
『
南
越
志
』
で
は
、
「
細
枝
緊
實
未
燗

者
、
爲
青
桂
香
」
と
あ
る
が
、
『
宗
爽
』
で
は
、
「
依
木
皮
而
結
者
、
謂
青
桂
」

と
す
る
。
ま
た
『
南
越
志
』
で
は
、
「
半
浮
半
況
與
水
面
平
者
、
爲
鶏
骨
香
」

と
す
る
の
に
対
し
、
『
宗
爽
』
で
は
、
「
或
沈
水
而
有
中
心
空
者
、
則
是
鶏
骨
」

と
す
る
。
つ
ま
り
名
称
も
、
ま
た
そ
の
定
義
も
書
に
よ
り
人
に
よ
り
ま
ち
ま
ち

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
本
草
綱
目
』
に
李
時
珍
が
多
く
の
名
称
の
整
理
を
行
つ

て
い
る
の
で
、
少
々
長
く
な
る
が
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
況
香
晶
類
、
諸
説
頗
詳
。
今
考
楊
億
談
苑
、
察
総
叢
談
、
萢
成
大
桂
海
志
、

(続)中国古文献に見える沈香について(上)--その木と名称--
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張
師
倦
漉
録
、
洪
駒
父
香
譜
、
葉
廷
珪
香
録
諸
書
、
撮
其
未
壷
者
補
之
云
。

香
之
等
凡
三
、
日
況
、
日
橦
、
日
黄
熟
是
也
。
況
香
入
水
印
況
、
其
晶
凡
四
、

日
熟
結
、
乃
膏
脈
凝
結
自
朽
出
者
、
日
生
結
、
乃
刀
斧
伐
什
、
膏
脈
結
聚
者
、

日
脱
落
、
乃
因
水
朽
而
結
者
、
日
墨
漏
、
乃
因
姦
隙
而
結
者
。
生
結
爲
上
、

熟
脱
次
之
。
　
堅
黒
爲
上
、
黄
色
次
之
。
角
況
黒
潤
、
黄
況
黄
潤
、
蟻
況
柔

勤
、
革
況
紋
横
、
皆
上
品
也
。
海
島
所
出
、
有
如
石
杵
如
肘
如
拳
、
如
風

雀
亀
蛇
、
雲
氣
人
物
。
及
海
南
馬
蹄
、
牛
共
、
燕
口
、
繭
栗
、
竹
葉
、
芝
菌
、

稜
子
、
附
子
等
香
、
皆
因
形
命
名
爾
。
其
淺
香
入
水
浮
半
況
、
印
況
香
之
半

結
連
木
者
、
或
作
煎
香
、
香
名
婆
木
香
、
亦
日
弄
水
香
。
其
類
有
猜
刺
香
、

鶏
骨
香
、
葉
子
香
、
皆
因
形
而
名
。
有
大
如
笠
者
、
爲
蓬
莱
香
。
有
如
山
石

枯
桂
者
、
爲
光
香
。
入
薬
皆
次
干
況
香
。
其
黄
熟
香
、
即
香
之
軽
虚
者
、
俗

詑
爲
速
香
是
集
。
有
生
速
、
研
伐
而
取
者
。
有
熟
速
、
腐
朽
而
取
者
。
其
大

。
而
可
離
刻
者
、
謂
之
水
盤
頭
。
井
不
堪
入
薬
、
但
可
焚
燕
。
葉
廷
珪
云
、

出
渤
泥
、
占
城
、
眞
臓
者
、
謂
之
香
況
、
亦
日
舶
況
、
日
薬
況
、
醤
家
多
用

之
、
以
眞
騰
爲
上
。
察
篠
云
、
占
城
不
若
眞
騰
、
眞
騰
不
若
海
南
黎
胴
。
黎

胴
又
以
萬
安
黎
母
山
東
胴
者
、
冠
絶
天
下
、
謂
之
海
南
況
、
一
片
萬
銭
。
海

北
高
、
化
諸
州
者
、
皆
桟
香
爾
。
萢
成
大
云
、
黎
胴
出
者
名
土
況
香
、
或
日
．

崖
香
。
雛
薄
如
紙
者
、
入
水
亦
況
。
萬
安
在
島
東
、
鐘
朝
陽
之
氣
、
故
香
尤

転
籍
、
土
人
亦
自
難
得
。
舶
況
香
多
腹
烈
、
尾
姻
必
焦
。
交
趾
海
北
之
香
、

聚
干
欽
州
、
謂
之
欽
香
、
氣
尤
酷
烈
。
南
人
不
甚
重
之
、
惟
以
入
薬
。

　
況
香
の
品
類
は
諸
説
頗
る
詳
か
な
り
。
今
、
楊
億
の
談
苑
、
察
繰
の
叢
談
、
萢

成
大
の
桂
海
志
、
張
師
正
の
倦
漉
録
、
洪
駒
父
の
香
譜
、
葉
廷
珪
の
香
録
諸
書
を

考
え
、
其
の
未
だ
轟
く
さ
ざ
る
も
の
を
撮
り
て
之
を
補
ひ
て
云
う
。
香
の
等
は
凡

　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
■
て
（
上
）

そ
三
あ
り
、
日
く
況
、
日
く
桟
、
日
く
黄
熟
是
れ
也
。
況
香
は
水
に
入
れ
ぱ
即
ち

況
む
。
其
の
晶
は
凡
そ
四
あ
り
。
日
く
熟
緒
、
乃
ち
膏
脈
凝
結
し
て
自
か
ら
朽
ち

出
づ
る
者
な
り
、
日
く
生
結
、
乃
ち
刀
斧
に
て
伐
り
什
し
、
膏
脈
結
聚
せ
る
者
な

り
。
日
く
脱
落
、
乃
ち
水
朽
す
る
に
因
り
て
結
す
る
者
な
り
。
日
く
墨
漏
、
乃
ち

姦
隙
に
因
り
て
結
す
る
者
な
り
。
生
結
を
上
と
爲
し
、
熟
脱
は
之
に
次
ぐ
。
堅
黒

を
上
と
爲
し
、
黄
色
は
之
に
次
ぐ
。
角
派
は
黒
く
潤
い
、
黄
黒
は
黄
ろ
く
潤
い
、

臓
況
は
柔
劉
に
し
て
、
革
況
は
紋
横
な
り
。
皆
上
品
也
。
海
島
に
出
づ
る
に
石
杵

の
如
き
有
り
、
肘
の
如
く
、
拳
の
如
く
、
鳳
雀
亀
蛇
、
雲
氣
人
物
の
如
し
。
海
南

の
馬
難
、
牛
頭
、
燕
口
、
繭
粟
、
竹
葉
、
芝
菌
、
棲
子
、
附
子
等
の
香
に
及
ぺ

ば
、
皆
形
に
因
よ
り
名
を
命
す
爾
。
其
の
機
香
は
水
に
入
れ
る
に
半
ば
浮
き
半
ば

況
み
、
印
ち
況
香
の
半
ば
木
に
結
連
す
る
者
な
り
。
或
い
は
煎
香
と
作
り
、
香
は

婆
木
香
と
名
づ
く
。
亦
た
弄
水
香
と
日
う
。
其
の
類
で
猜
刺
香
、
鶏
骨
香
、
葉
子

香
有
り
。
皆
形
に
因
り
て
名
づ
く
。
大
き
な
る
こ
と
笠
の
如
き
者
有
り
、
蓬
莱
香

と
爲
す
。
山
石
の
枯
桂
な
る
も
の
の
如
き
も
の
有
り
、
光
香
と
爲
す
。
薬
に
入
る

に
皆
況
香
に
次
ぐ
。
其
の
黄
熟
香
は
印
ち
香
の
軽
虚
な
る
者
に
て
、
俗
に
詑
し
て

速
香
と
爲
す
は
是
れ
な
り
。
生
ず
る
こ
と
遠
く
し
て
研
伐
し
て
取
者
有
り
。
熟
す

る
速
く
し
て
腐
朽
し
て
取
る
者
有
り
。
其
の
大
に
し
て
離
刻
す
可
き
者
は
、
之
を

水
盤
頭
と
謂
う
。
井
に
薬
に
入
る
る
に
堪
え
ず
、
但
だ
焚
熱
す
可
き
な
り
。
葉
廷

珪
云
く
。
渤
泥
、
占
城
、
眞
蟻
に
出
づ
る
者
は
、
之
を
香
況
と
謂
う
。
亦
た
舶
況

と
日
う
。
薬
況
と
日
う
。
蟹
家
多
く
之
を
用
う
。
眞
蟻
を
以
つ
て
上
と
為
す
。
察

黎
云
く
、
占
城
は
眞
蟻
に
若
か
ず
、
眞
蟻
は
海
南
黎
胴
に
若
か
ず
。
黎
帽
は
又
萬

安
、
黎
母
山
、
胴
東
の
も
の
を
以
つ
て
し
、
天
下
に
冠
絶
し
て
、
之
を
海
南
胴
と

謂
う
。
一
片
萬
銭
な
り
。
海
北
の
高
、
化
諸
州
の
者
は
、
皆
桟
香
爾
。
萢
成
大
云

く
、
黎
胴
よ
り
出
づ
る
者
は
、
．
土
況
香
と
名
づ
く
、
或
い
は
崖
香
と
日
う
。
薄
き

こ
と
紙
の
如
し
と
錐
え
ど
も
水
に
入
る
れ
ば
亦
た
況
む
。
萬
安
は
島
東
に
在
り
。

鐘
は
陽
の
気
に
朝
す
。
故
に
香
は
尤
も
配
籍
な
り
。
土
人
亦
た
自
か
ら
得
難
し
。

舶
況
香
は
多
く
腹
烈
に
し
て
尾
煙
は
必
ず
焦
た
り
。
交
趾
海
北
の
香
は
欽
州
に
聚

す
。
之
を
欽
香
と
謂
う
。
は
氣
尤
も
酷
烈
な
り
。
南
人
甚
し
く
は
之
を
重
ぜ
ず
、

惟
れ
以
つ
て
薬
に
入
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編

第
二
十
四
巻
第
二
号

　
H
［
沈
香
に
係
わ
る
香
の
異
称

　
『
本
草
綱
目
』
で
は
況
香
の
〔
澤
名
〕
の
項
に
、
況
水
香
、
蜜
香
と
學
げ
、

ま
た
蜜
香
は
別
項
を
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
蜜
香
の
項
の
〔
澤
名
〕
に
は
、

木
蜜
、
没
香
、
多
香
木
、
阿
壁
と
し
て
い
る
。
〔
集
解
〕
に
は
、

　
　
藏
器
日
、
蜜
香
生
交
州
。
大
樹
、
節
如
況
香
。
法
華
経
注
云
、
木
蜜
、
香
蜜

　
也
。
樹
形
似
椀
而
香
、
伐
之
五
六
年
、
乃
取
其
香
。
異
物
志
云
、
其
葉
如
椿
。

樹
生
千
歳
、
研
什
之
、
四
五
歳
乃
往
看
、
已
腐
敗
、
惟
中
節
堅
貞
者
是
香
。

　
藏
器
日
く
、
蜜
香
は
交
州
に
生
ず
。
大
樹
に
し
て
、
節
は
況
香
の
如
し
。
法
華

経
注
に
云
く
、
木
蜜
は
香
蜜
也
。
樹
の
形
は
椀
に
似
て
香
あ
り
、
之
を
伐
り
て
五

六
年
、
乃
ち
其
の
香
を
取
る
。
異
物
志
に
云
く
、
其
の
葉
は
椿
の
如
し
。
樹
生
じ

て
千
歳
な
る
も
の
、
之
を
研
り
什
し
て
、
四
五
歳
に
し
て
乃
ち
往
き
て
看
る
に
、

已
に
腐
敗
し
、
惟
の
中
の
節
堅
貞
な
る
者
是
れ
香
な
り
。

　
と
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
見
る
と
蜜
香
と
い
う
の
は
そ
の
樹
形
、
採
取
の
し
．

方
、
及
び
そ
の
部
位
の
情
況
な
ど
が
殆
ん
ど
沈
香
と
同
じ
こ
と
が
解
る
。
そ
れ

に
〔
集
解
〕
に
は
更
に
続
け
て
、

　
　
殉
日
、
生
海
南
山
中
。
種
之
五
六
年
便
有
香
。
交
州
記
云
、
樹
似
況
香
無

　
異
也
。

八

思
わ
れ
る
。
し
か
し
李
時
珍
は
愼
重
に
、

　
　
按
魏
王
花
木
志
云
、
木
蜜
號
千
歳
樹
、
根
本
甚
大
、
伐
之
四
五
歳
、
取
不

　
腐
者
爲
香
、
観
此
、
則
陳
藏
器
所
謂
生
千
歳
乃
研
者
、
蓋
誤
詑
也
。
段
成
式

　
酉
陽
雑
姫
云
、
没
樹
出
波
斯
國
、
佛
林
国
人
呼
爲
阿
駐
。
（
中
略
）
廣
州
志

　
云
、
肇
慶
新
興
縣
出
多
香
木
、
俗
名
蜜
香
。
（
中
略
）
督
書
云
、
太
康
五
年
、

　
大
秦
國
献
蜜
香
樹
皮
紙
、
微
褐
色
、
有
紋
如
魚
子
、
極
香
而
堅
勤
。
観
此
敷

　
説
、
則
蜜
香
亦
況
香
之
類
、
故
形
状
功
用
雨
相
佑
佛
。
南
越
志
謂
交
人
構
次

　
香
爲
蜜
香
。
交
州
志
謂
蜜
香
似
況
香
。
蛉
表
録
異
言
桟
香
皮
紙
似
魚
子
。
尤

　
可
互
証
。

　
按
ず
る
に
魏
王
の
花
木
志
に
云
く
、
木
蜜
は
千
歳
樹
と
號
す
。
根
本
は
甚
だ
大

な
り
、
之
を
伐
σ
て
五
四
歳
に
し
て
、
腐
せ
ざ
る
者
を
取
り
て
香
と
爲
す
。
此
を

観
る
に
、
則
ち
陳
藏
器
の
所
謂
「
生
千
歳
乃
研
」
と
い
う
の
は
蓋
し
誤
詑
也
。
段

成
式
の
酉
陽
雑
組
に
云
く
、
没
樹
は
波
斯
國
に
出
ず
、
梯
林
國
人
は
呼
び
て
阿
鐘

と
爲
す
。
（
中
略
）
廣
州
志
に
云
く
、
肇
慶
新
興
縣
に
多
香
木
出
ず
。
俗
に
蜜
香

と
名
づ
く
。
（
中
略
）
蒼
書
に
云
く
、
太
康
五
年
、
犬
秦
國
蜜
香
樹
皮
紙
を
献
ず
。

微
褐
色
、
紋
の
魚
子
の
如
き
有
り
。
極
め
て
香
し
く
堅
勤
な
り
、
此
の
敷
説
を
見

る
に
則
ち
蜜
香
は
亦
た
況
香
の
類
な
り
。
故
に
形
状
功
用
雨
つ
な
が
り
相
い
備
佛

た
り
。
南
越
志
に
交
人
況
香
を
稽
し
て
蜜
香
と
爲
す
と
謂
う
。
交
州
志
に
蜜
番
は

況
香
に
似
た
り
と
謂
う
。
蛉
表
録
異
に
橦
香
皮
紙
は
魚
子
に
似
た
り
と
言
う
。
尤

も
互
い
に
証
と
す
可
き
な
り
。

　
拘
日
く
、
海
南
山
中
に
生
ず
。
之
を
種
え
て
五
六
年
に
し
て
便
ち
香
有
り
。
交

州
記
に
云
く
、
樹
は
況
香
に
似
て
異
る
無
し
也
。

　
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
樹
似
況
香
無
異
也
」
と
ま
で
言
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
蜜
香
と
況
香
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
き
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に

　
と
述
べ
て
い
る
。
時
珍
は
況
香
と
蜜
香
が
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
と
は
断
定

し
て
い
な
い
よ
う
に
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
同
類
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
『
本
草
綱
目
』
に
蜜
香
と
い
う
項
目
を
独
立
し
て
設
け
た
理
由
に

も
な
っ
て
い
よ
う
。
　
（
以
下
次
号
）
　
　
　
　
（
一
九
八
八
年
七
月
十
五
日
受
理
）
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